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1．2°1T1が集積した多発性骨髄腫の1例
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　今回われわれは，右腸骨に発生した多発性骨髄腫

に，201Tlが集積した症例を経験したので報告する．

症例は，平成6年11月頃より貧血が出現し，平成7

年1月に近医にて肋骨骨折の加療するも改善認めない

ため，当大整形外科受診し多発性骨髄腫と診断され

る．その後，血液内科にて化学療法施行され，経過

観察されていたが，右下肢の痺痛が出現し，2°iTlシ

ンチを施行し，右腸骨の病変部に集積を認めた．多

発性骨髄腫への2°IT1の集積は，文献学的にも稀であ

り報告した．

2．ガリウムシンチが経過観察に有用であった足底

　部悪性末梢神経鞘腫の1例
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　症例は54歳男性．94年6月7日に右足底部皮下

腫瘤の切除術を受けた．病理組織診断にて悪性末梢

神経鞘腫と診断された．95年7月のGaシンチでは，

異常集積は認められなかった．95年10月，切除部に

再度皮下腫瘤を触知，さらに同側の鼠径リンパ節の

腫脹も認められた．Gaシンチ上では腫瘤およびリン

パ節に一致して高度の集積が認められ，足底部悪性

末梢神経鞘腫の再発と診断された．本症例は再発の

過程をGaシンチにて経過観察し得た，稀な足底部悪

性末梢神経鞘腫の1例であり，定期的なGaシンチに

よるfollow　upが有用と思われた．

　また，足底部にGaの異常集積を認める疾患の鑑別

診断に悪性末梢神経鞘腫も加える必要があると思わ

れた．

3．原発性肺癌に対する2°i”・SPECTの検討
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　原発性肺癌13症例15病変に2°IT1－SPECTを施行し

た．病変検出率をBlind　studyとCT所見を参考とし

たNon－Blind　studyとの相違および各組織型による

Retention・lndexの相違を検討した．病変検出率はNon－

Blind　studyでBlind　studyより高く，2cm未満33％，

2cm以上3cm未満75％，3cm以上100％であった．

Retention　lndexはばらつきが大きいものの腺癌で平均

40．5，扁平上皮癌で平均一4．9と組織型との関連が示

唆された．2°ITI－SPECTはCTに付加する肺癌の補助

診断として有用と思われた．

4．耳下腺腫瘍における99・・trcおよび67Gaシンチグ

　ラフィの有用性の評価
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　耳下腺腫瘍における99mTcおよび67Gaシンチグラ

フィの有用性を検討した．対象はWarthin腫瘍15

例，多形腺腫19例，悪性腫瘍8例の計42例である．

Warthin腫瘍の80％で，99mTcシンチにて腫瘍への集

積充進・クエン酸刺激後の排泄遅延が認められ，67Ga

シンチの集積はみられなかった．多形腺腫の58％は

99mTcシンチで欠損を呈した．67Gaシンチの集積は

様々であった．悪性腫瘍の75％は99mTcシンチで欠

損を呈し，3例は正常実質の破壊が著しかった．67Ga

シンチでは88％に高集積を認めた．Warthin腫瘍に関
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